
天

草

版

金

句

集

の

出

典

(
注
二

天
草
版
金
句
集の
研
究
は 、
早
く

土
井
忠
生
博士の
研
究が
あ
り 、
つ
い
で

(
注
二)

吉
田
澄
夫
博
士
に
よ
り
大
成
さ
れ
た
の
で
あ
る 。
な
お 、
と
の
書につ
い
て
は

(
注
三}

(
注
目)

亀
井
孝
氏
に
よ
る
峻
厳
な
書
評
が
あ
る 。
戦
後 、
新た
に
土
井
博
士の
「五

常」
の
研
究
も
な
さ
れ
て
い
る 。
と乙
ろ
で 、
各
句の
出
典につ
い
て
は 、
土

井・
吉
田
両
博
士の
研
究の
ほ
か
に
は 、
ほ
と
ん
ど
進
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で

あ
り 、
そ
れ
ら
が
定
説
と
し
て
金
句
集の
解
題
な
ど
に
もそ
の
ま
ま
採
用
さ
れ

て
い
る
の
が
現
状で
あ
る 。
私
は
年
来こ
の
研
究に
従
事
し 、
そ
の
出
典を
探

究
し
て
い
る
が 、
な
お
探
り
得
ない
もの
も
若
干
あ
る 。
た
だ 、
従
来の
説に

つ
い
て
は 、
そ
の
ま
ま
詰い
得
な
い
もの
も
多く 、
こ
と
に
今
ま
で
の
成
果
を

公
表
し 、

大
方の
御
叱
正
を
得た
い
と
考
え
る
もの
で
あ
る 。
以
下 、
本
文の

引
用に
あ
たっ
て
は 、
上
に
算
用
数
字を
付し
て
そ
の
金
句の
所
在を
示
す
と

と
もに 、
ロ
ーマ

字
は
翻
字
し
て
記
し
た 。

天
草
版
金
句
集の
訓
談
話
形に
は 、
現
在の
普
通の
読
み
方と
異
な
る
もの

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る 。

部
是
非の
な
(
芦)
は
認
な
う
し
て
飛び 、
損
益の
名は
脚
な
う
し
て
走
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てコ

い

て

福

島

邦

道

る 。目
前
車の
覆
すを
見て 、
後
車の
戒を
知る o

m
英
雄は
国の
と
あ
し

(幹)
な
り
庶
民
は
国の
本
な
り 。

と
れ
らの
読
み
方を
文
明
本
節
用
集
(
雑
字
類
書)
に
よっ
て
検
す
る
と

ナ

--

是
非
之
声
無レ翼飛
損
益
之
名
無レ脚
走
封

クツガヘス

E、

前
車
覆
後
車
之
誠
割
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英
雄
者
国
之
較で
庶
民
者
国
之
本
配

と
あ
り 、
金
句
集の
も
当
時の
読
み
方に
従っ
てい
るζ
と
が
わ
か
る
の
で
あ

る 。
「
覆
す」
と
い
う
形につ
い
て
は 、
「サ
ン
トス

の
御
作
業」
に
は

前
車の
2zzm白
3
2
を
見
る
につ
い
て
(
第二
巻
二
九一
ペ
ージ)

と
あ
り 、
「
ぎ
や
どぺ
か
ど
る」
に
も

前
車の
覆る
を
見て
後
車の
戒め
と
せ
ざ
ら
ん
や
(
下
巻
「
南
蛮
文
集」

四ペ
ー
ジ)

と
あ
り 、
キ
リシ
タン
資
料で
は
む
し
ろ
「
覆る」
とい
う
形の
方が
普通
だ

(
注
五)

っ
た
の
で
あ
る 。
「
覆
す」
につ
い
て
は 、
以
前に
も記
し
た乙
と
が
あ
る
の

で
参
照
さ
れ
たい 。

つ
ぎ
に 、
金
句
集の
本
文に
キ
リシ
タン
の
立
場か
らの
改
定
が
加
え
ら
れ



て
い
る
と
言わ
れ
て
い
る 。

間
鬼
神
は
盈て
る
を
僻附い
て
謙る
に
益
す 。
人
道
は
盈て
る
を
惑
ん
じ
て

識
を
好
ん
ず 。

こ
の
勾に
つ
い
て 、

乙
の
本
文の
出
典は
易
経の
「
天
道
紡
設
而
益
謙
云々
」
で
あ
る
が 、
本

集の
本
文で
は
天
道の
語
を
避
け
て
鬼
神
と
し
て
居
り 、
註
解
文に
お
い
て

天
道
に
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る 。
ζ
れ
は
天
道
が
吉
利
支
丹の
用
語
と
し
て
特

別の
意
義
を
有す
る
もの
で
あ
る
た
め
に 、
故
意
に
本
文に
改
定
を
加へ
た

と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る 。
(「
金
句
集の
研
究」
一
五
二ペ
ー

ジ)

と
さ
れ
て
い
る 。
し
か
し 、

文
明
本
節
用
集
に

鬼
神
害レ
致
而
福レ
謙
人
道
惑レ
盈
而
好レ
謙
捌

と
あ
り 、
管
愈
抄に
も
あ
る 。
し
た
がっ
て
天
草
版
金
句
集の
編
者は
易
経の

「
鬼
神」
と
あ
る
句を
参
考に
し
て
い
る乙
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る 。

日英草版金句集の出典について

天
草
版
金
句
集の
出
典
研
究に
お
い
て 、
もっ
と
もそ
の
影
響が
濃い
と
考

え
ら
れ
る
もの
に 、
本
邦に
流
布し
て
い
た
金
句
集
が
あ
げ
ら
れ
る 。
本
邦の

金
句
集
に
は
諸
写
本が
あ
る
が 、
そ
れ
らの
中で
伊
達
家
本に
は 、
吉
岡
博
士

も
後
に
指
摘さ
れ
た
が 、
他の
写
本に
な
い
もの
が
見
え
る 。

お
薬の
病
を
理
む
る
ζ
と
を
知っ
て 、
学の
身を
理
む
る
乙
と
を
知
ら

ず 。
(
抱
朴
子)

お
孝
は
百
行の
本 、
衆
善の
始
な
り 。
(
後
漢
書)

m
徳
を
論じ
て
官
を
授
け 、
能
を
量っ
て
爵
を
受
く 。

(
文
選)

f
m
鶏
鵡よ
く
もの
言へ
ど
も
羽
鳥を
離
れ
ず 、
狸々
よ
く
ものき
え
ど
も

吊命議
を
離
れ
ず 、
人
と
し
て
礼
な
き
は
よ
く
もの
言ふ
と
雌
も 、
ま
た
禽
獣

の
心
を
離
れ
ざ
る
か 。
(
礼
記)

な
ど
は
伊
達
家
本に
の
み
見
え
る 。
二
O
七
則
は
西
海
余
滴
集に
も

古
言に
も
鶏
鵡
能
言
と
も
飛
鳥を
は
な
れ
す 、
狸々
能一一=ロ
と
も
禽
獣
を
は

な
れ
す 。
放に
父
子
委に
友
と
す 。
今人
と
し
て
礼
な
き
は 、
飛
鳥
禽
獣に

お
な
し
といへ
り 。
(
古
典
文
庫
七
七ペ
ージ)

と
あ
り 、
文
明
本
節
用
集に
も
あ
り 、
成
句
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る 。

金
句
集の
写
本の
中で 、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
金
携
集
は
収
載
勾
数の
もっ

と
も
多い
も
の
で
あ
る
が 、
天
草
版
と一
致
す
る
勾
数
は
あ
ま
り
多く
は
な

い 。
と
も
あ
れ 、
天
草
版の一編
者は 、
相
当
句
数の
多い 、
本
邦の
写
本を
参

照
し
た
もの
と関心わ
れ
る 。

(
注
六)

と
乙
ろ
で 、
金
句
集
以
前に
お
い
て
多くの
金
句を
集
成
し
た
蓄
が
古
く

か

ら
あ
る 。
平
安
時
代に
は
源
為
憲の
世
俗
諺
文が
あ
り 、
鎌
倉
時
代に
は
菅
原

(
注
七)

為
長の
管
愈
抄
や
玉
函
要寸入
が
あ
り 、
く
だっ
て
明
文
抄
が
あ
る 。
ζ
れ
らの

金
句に
は 、
天
草
版
金
句
集
と一
致
す
る
もの
が
相
当
数
あ
る
の
で
あっ
て 、

天
草
版の
編
者が
参
照
し
た
本
邦の
金
句
集
は 、
現
存
金
句
集よ
り
句
数
も
多

く 、
管
鍛
抄
な
ど
に
収
載の
金
句を
多
く

含
む
金
句
集で
は
な
かっ
た
か
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る 。
天
草
版
金
句
集の
山山
典は 、
そ
の
も
と
は
漠
然に
も
と

づ
く
もの
で
は
あ
る
が 、
本
邦の
金
句
集
か
らと
れ
ら
を
引
用
し
た
の
で
あ

り 、
一
々
原
典に
よっ
た
と
は
考
え
ら
れ
ない
の
で
あ
る 。

文
明
本
節
用
集
に
収
載
さ
れた
金
句に 、
天
草
版
金
句
集の
金
句
と一
致
す

る
もの
が
多い
と
と
も 、
文
明
本
節
用
集の
金
句は 、
先
行の
金
句を
集
成
し

た
番か
ら
取
り
入
れ
た
た
め
で
あっ
て 、
当
時そ
うい
う
舎が
盛
行
し
て
い
た

乙
と
が
考
え
ら
れ
よ
う 。
文
明
本
節
用
集の
金
句に
は一
々
出
典が
注
記
レて

あ
る 。
論
語・
三
略
な
ど
は
直
接
原
典に
よっ
て
い
る
が 、
そ
の
他の
もの
は
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べ
て
が
原
典か
ら
直
接
引
用し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る 。
同
様

に 、
天
草
版
金
句
集の一編
者
も 、
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
うに 、
原
典
を
す

べ
て
机
右
に
お
い
て 、
そ
れ
か
ら
抜
粋し
た
と
い
うの
で
は
な
く 、

直
接
原
典

に
よっ
た
もの
は
非
常に
少
な
かっ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
るの
で
あ

ヲ令 。天
草
版の
表
題
に

四
番
七
番な
ど
の
う
ち
よ
り
抜
き
出
し 、

金
句
集
と
な
す
もの
な
り 。

と
あ
る
が 、
吉
岡
博
士
も
言
わ
れ
る
よ
うに 、
四
番の
中か
ら
は
論
謡 、
七
番

の
中か
ら
は三
略
を
使
用
し
て
い
る
の
で
あっ
て 、
問
題
は
そ
の
外の
漢
籍
で

あ
る 。
乙
れ
につ
い
て 、
古
文
真
宝・
貞
観
政
要・
孔
子
家
語
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
が 、
後の
二
番
は
除
くべ
き
で
あ
る 。

貞
観
政
要の
句と
し
て

白
人
の
善
悪
は
誠に
近
習に
由
れ
り 、
近
習の
問
尤
も
慎
むべ
し 。

印
人
と
相
共に
処
る
時ん
ば
自
然に
染
み
習ふ 。

日
人
は
完舜に
あ
ら
ず 、
何
ぞ
事々
に
よ
く

蓄
を
尽
さ
ん

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る 。
し
か
し 、

五
九
則
六
O
則は
管
数
抄
や
文
明
本
節
用
集

に
見
え
る
の
で
あ
る 。
六一
則の
出
典と
し
て 、
貞
観
政
要の

雌
不
及
尭
舜
之
明 、
庶
免
乎
孫
陪一両
総
之
暴
(
中
略)
人
之
思
慮
有
限 、

一
人
不
可
総
知数
職

が
あ
げ
ら
れ
る
が 、
と
れ
で
は
速
す
ぎ
る 。
六一
則
は
古
文
其
宝
後
集の
与
斡

荊
州
当に
あ
る

且
人
非ニ
尭
舜-
誰
能
尽レ
善

に
よっ
た
もの
で
あ
り 、
古
文
真
宝の
出
典は一
則ふ
え
るζ
と
に
な
る 。

孔
子
家
誌の
句と
し
て

剖
善
人
と
と
もに
居
る
時ん
ば 、
芝
聞の
家に
入
る
が
如
く 、

久
し
う
し

て
そ
の
香を
き
く 。

白
水
至っ
て
清
き
時ん
ば
魚
無く 、
人
至っ
て
察な
る
時ん
ば
徒
無し 。

m
そ
の
君
を
知
ら
ず
ん
ば 、
そ
の
伎
ゆ
る
とと
ろ
を
視
よ 。

m
そ
の
人
を
知
ら
ず
ん
ば 、
そ
の
友を
視
よ 。

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る 。
し
か
し 、
と
れ
ら
は
すべ
て
管
態
抄に
見
え 、
九
五
則

一
七
O
則一
七一
則は
金
務集花
見
え
る 。た
だ乙
乙
に一
つ
の
問
題
が
あ
る 。

そ
れ
は日

歯を
与
う
るに
そ
の
角を
欠
く 、

翼をつ
く
る
に
は
そ
の
足
を二
つ
に

す 。
の
出
典と
し
て
孔
子
家
語の

四
足
者
無
羽
翼 、
戴
角
者
無上
歯

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る 。
こ
れ
に
似
た
言い
方は
今
鏡
に
も

はね

あし

つの
羽
あ
る
もの
は
前の
脚
な
く 、

角
あ
る
もの
はか
み
の
歯な
き
事に
侍る

を
(日
本
古
典
全
書
一
四
三ペ
ージ)

と
あ
り 、
直
接
孔
子
家
語
に
よっ
た
もの
で
は
な
く 、
当
時の
日
本
化
し
た
格

言
を
採
用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る 。

ζ
の
よ
うに 、
管
盤
抄
や
文
明
本
節
用
集を
重
視
す
る
立
場で
は 、

前
日
月
も
曲
穴に
光を
播
すζ
と
能は
ず 。
街
風
も
井
底に
波を
拐
ぐ
る

こ
と
能
は
ず 。
(葛
氏
外
篇)

出
鼠を
み
る
に
皮
あっ
て
礼
無し 。
人
と
し
て
礼
な
き
は
死
せ
ず
し
て
何

か
せ
ん 。
(
詩
経)

m
尊
客の
前に
は
狗を
だ
も
叱
ら
ず 。
(
礼
記)

m
三
歳の
学に
は
三
歳の
師を
択ぶ
に
は
如
か
じ 。

(
栢 一
氏
新
論)

な
どの
句
も 、
両
書に
見
え
るの
で
あっ
て 、
直
接
括
弧
内の
原
典に
よっ
た

と
は
考
え
ら
れ
ない
の
で
あ
る 。
ま
た 、
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天草版金句集の出典について

出
小
惑
や
ま
ざ
る
時
ん
ば
大
悪な
る 。

に
つ
い
て 、
訓
象
要
言
故
事
(元
禄
七
年)
の

三
略
記
||

小
惑
不
止
大
悪
成

を
引
か
れ
て
い
る
が 、
今の
三
略に
は
見え
な
く

て 、
体目
撃
抄や
文
明
本
節
用

集
に
す
で
に
見
え
て
い
る
の
で
あ
る 。
ま
た

加
陰
徳
あ
れ
ば
必
ず
陽
報
あ
り 。

に
つ
い
て 、
准
南
子
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が 、
管
議
抄
に

世
説
日
有
陰
徳
必
有
陽
報

と
あ
り 、
定
子
教
に
も

人
而
有
陰徳
必
有
陽
報
失

と
あ
る 。
乙
の
よ
うに 、
今
ま
で
の
漢
籍の
出
山県の
あ
げ
方につ
い
て
は
是
正

すべ
き
もの
が
多
く 、

直
接ょっ
た
と
考
え
ら
れ
る
もの
は 、
論
語・
三
略・

古
文
真
宝・
黄山
谷
な
ど
数
書に
限
定
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る 。
黄
山
谷
の
詩

句
も丸

百
戦
百
勝
不
如一
忍

の
ご
と
き
は 、
す
で
に
金
梼
集に
見
え
る 。
し
た
がっ
て
ほ
か
の
黄
山
谷
の
詩

句
も
直
接
採
用
し
た
もの
か
否
か 、
問
題
が
残る
の
で
あ
る 。

加
得
が
た
き
は
節に
伏
し 、
義に
死
す
る
臣な
り 。

は
出
典
不
明
句と
さ
れ
て
い
た
が 、
大
漢
和
辞
典
(「
節
伏」)
に
漢
書の
匂
と

し
て

今
以-
h]
海
之
大-
的回
無ニ
伏レ
節
死レ
誼
之
臣一

と
あ
る 。
し
か
し 、
直
接
漢
書
か
ら
引
用
し
た
と
は
思わ
れ
な
い
の
で
あ
り 、

し
ば
ら
く

疑
を
存
し
て
お
く 。

も
と
は
漢
籍に
で
て
い
る
金
句で
あっ
て
も 、
日
本
化
し
て
い
る
もの
の
あ

る
乙
と
で
あ
る
が 、

川崎
忠
言
耳
に
逆
ひ 、
良
薬
口に
苦し o

m
恩ひ
内に
あ
れ
ば
色
外に
あ
ら
は
る 。

の
二
句につ
い
て 、
土
井
博
士は

例へ
ば 、
「
良
薬
苦口
市
利
於
病
忠
言
逆
耳
而
利
於
行」
(孔
子
家
語)
は

我
に
於
い
て
「
良
薬
苦口
忠
言
逆
耳」
(義
経
腰
越
状 、
謡
曲
補
露
等)
と

し 、
更
に
句を
前
後
し
て
用
ゐ 、
又
「恩
有
於
内
必
形
於
外」
(荒
子)
は

「
必」
を
色に
代へ
て
言っ
た
(
謡
曲
熊
野 、
松
風
等)
の
で 、
ロ
ド
リ

ゲ

ス
の
日
本
大
文
典に
も
単に
格
言と
標
し
て 、
(
中
略)
と
引
き 、
天
草
版

金
句
集
で
も
格
言
と
し
て
通
行せ
る
方を
採っ
て
ゐ
る 。
(「
吉
利
支
丹
文
献

考」
九
三ペ
ー

ジ)

と
言わ
れ
て
い
る 。
四
八
則
は
管
議
抄に
は

史
記
臼
忠
言
逆
耳
利
於
行 、
良
薬
苦口
利
於
病

と
あ
る
が 、
さ
らに
天
草
版に
近い
形
と
し
て 、
句
隻
葛
藤
集に

サカア
一-

シ

忠
言
逆レ
耳
良
薬
苦レ
ロ
(三
之
四
八
O
ウ)

と
あ
り 、
天
草
版の
編
者は
こ
れ
を
採っ
た
もの
で
あ
る 。
乙
の
格
言が
通
行

し
て
い
た
乙
と
は 、
「
猫の
さ
うし」
(日
本
古
典
文
学
大
系
「
御
伽
草
子」
三

0
0ペ
ー

ジ)
に
も
見
え
る 。
一
二
三
則
も
句
脚光
葛
藤
集に

レハ
ユ

ル

思
在レ
内
色
顕レ
外
(一
之二
四
三
オ)

と
あ
り 、
い
ず
れ
も
特
別に
日
本
化
し
た
形
を
採っ
た
わ
け
で
は
な
い 。
む
し

ろ
ほ
か
に
日
本
化
し
た
勾が
あ
る 。

日
忠
臣二
君に
仕へ
ず 、
貞
女
両
夫
に
ま
み
え
ず 。

乙
れ
は
金
句
集
に

賢
人
不
仕二
君
貞
女
不
見二
夫
(伊
達
家
本)

忠
臣
不
仕
二
君
貞
女
不
改二
夫
(
金
傍
築)

な
ど
と
あ
る
が 、
い
ず
れ
もぴっ
た
り一
致し
な
い 。
保
元
物
語
に
は
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賢
臣二
君
に
仕
ず 、
貞
女
両
夫に
ま
み
え
ず
(日
本
古
典
文
学
大
系

六一
ペ
ー

ジ)

と
あ
り 、
曽
我
物
語
に
も

賢
臣二
君
につ
かへ
ず 、
貞
女
両
夫に
ま
み
え
ず
(
日
本
古
典
文
学
大
系

二
二一
ペ
ー

ジ)

と
あ
り 、
そ
の
頭
注に

史
記
田
単
伝に
「
忠
臣
不レ
事-二一
君- 、
貞
女
不レ
更三一
夫
こ
と
あ
り 、

明
文
抄二・
平
家
物
語
九
な
ど
に
引
か
れ
る 。
保
元
物
語
下・
義
経
記二
な

ど
に
は 、
ζ
乙
と
同
じ

形
で
出
て
い
る 。
(
中
略)
賢
臣
は 、
流
布
本
に
よ

る
と 、
「
け
ん
じ
ん」
と
あ
り 、
賢
人
に
あ
た
る
か 。

と
あ
る 。
日
補
辞
書に
は

co口同一ロ
ピロロロロF
SC円hH
VZ凶NC

と
あ
る 。
こ
の
よ
うに 、
天
平
版
金
句
集の
編
者は 、
本
邦の
金
句
集
を
参
考

に
し
な
が
ら
も 、
一
方
本
邦
に
行
わ
れ
た
形
を
も
参
考に
し
て
い
た
と
恩
わ
れ

る
の
で
あ
る 。

m
餓ゑ
て
糟
糠
を
択
ば
す 。

と
れ
も
本
邦の
金
句
集の

餓
不レ
暇ν
択レ
食

を
山血〈に
し
て
い
る
が 、
ぴっ
た
り
と一
致
し
ない 。
明
文
抄に
は

飢
者
甘ニ
糟
糠-

と
あ
り 、
天
草
版
金
句
集
は
両
者を
ミッ
クス
し
た
形で
あ
る 。
と
の
金
匂
は

史
記
抄に

カ
ツヨ
ウ
トハ 、

ィ
カ
ナル
糊
糠テマ
リ 、

甘
露ノ
様-一
思
フ
者ナ
リ 。

(「
史
記
桃
源
抄の
研
究
こ
四
六
四ペ
ージ)

と
あ
り 、
「カ
ツヨ
ウ」
は 、
鈴
木
博
氏
に
よ
れ
ば
京
都
府
立
図
書
館
本
に
は

「カ
ツヱ
テハ」
と
あ
る
との
こ
と
で
あ
る 。

却
千里
の
道
も一
歩よ
り
始
る 。

につ
い
て
は 、

老
子 、
下
筒 、
第二
十七
立
||

千里
行
始
於足
下 。

五
灯
会
元 、
巻
十
五
||

欲
行
千里一
歩
為
始 。

か
や
うに
数
穫の
原
拠
が
あっ
た
結
果 、
本
則の
「
千里
の
道
も一
歩よ

り
始
る」
の
如
き
日
本
化
し
た
形を
生じ
た
もの
と
思
は
れ
る 。
(「
金
句
集

の
研
究」
二
二
八ペ
ージ)

と
言
わ
れ
て
い
る 。
曽
我
物
語
に
は

千
里
の
行
は 、
一
歩よ
りは
じ
ま
る
とい
ふ
老
子の
お
しへ
も
(
日
本
古

典
文
学
大
系

二
台一ペ
ージ)

と
あ
り 、
虎
明
本
能
狂
言の
入
間
川に

千里
の
道
も一
歩よ
りお乙
る

と
あ
り 、
天
草
版
金
句
集
は乙
の
両
者を
ミy
クス
し
た
形と
なっ
て
い
る 。

郎
大
国
を
治む
る
は
小
魚を
烹る
が
如
く

す 。

の
出
典と
し
て 、

老
子 、
下
部 、
第二
十三
立
llt

治
大
国
若
烹
小
鮮

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が 、
ζ
の
老
子の
句は
文
明
本
節
用
集に
見
え 、
さ
か
の

ぼっ
て 、
明
文
抄に
も
見
え
る 。
し
か
し 、
い
ず
れ
も
天
草
版と
は
ぴっ
た
り

一
致
し
ない 。
キ
リシ
タン
と
問
時
代の
人
で
あ
る
林
羅
山の
金
勾
を
集め
た

書
に
庖
言
抄
(
元
和
六
年)
が
あ
る
が 、
そ
の
中に
と
の
老
子の
匂
を
あ
げ 、

是ハ
国ヲ
治ルニ
余
リ

事
多紛シ
ケレハ
其
同
意
臥ツ
カレ
テ
返テ
乱ル

、
也
小
鮮ハ
小
魚
也
小
魚ヲ
烹-一
愉フ
(
六ウ)

と
あ
り 、
当
時の
人
は
「
小
鮮」
を
「
小
魚」
と
同じ
に
用い
てい
た乙
と
が

わ
か
る
の
で
あ
る 。
と乙
ろ
で
厄
言
抄の
「
国ヲ
治ルニ
云々
」
と
似
た
匂
が
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天草版金句集の出典について

天
草
版
金
句
集の
出
典
不
明
句の

出
国を
治む
る
に
煩し
き
時ん
ば 、
下
乱
る 、
身
を
修
む
る
に
煩し
き
時

ん
ば 、
精
気
散
じ
去
る 。

の
前
半の
部
分で
あ
る 。
ま
た 、
乙
れに
すこ
し

似
た
句
κ 、
後の
もの
で
あ

る
が 、
悔
草の

あまり

老
子
も 。
国
を
お
さ
む
る
に 。
余
事
多
き
は 。
民
く
た
び
れ
て 。
却て
み

にる

だ
れ
な
ん 。
小
魚を
煎に 。
い
ろ
う
事し
げ、ふ
れ
ば 。
砕
る
物と
た
とへ
た

り 。
(
近
世
文
学
未
刊
本
叢
書
一ムハ一
ペ
ージ)

とい
う
句が
あ
る 。
二
六
則
は
多
分に
日
本
化
し
た
もの
を
採っ
た
と
恩
わ
れ

る
が 、
正
確
な
出
典はつ
か
め
な
い
の
で
あ
る 。

同
じ
く
出血(
不
明
句
と
し
て 、

間
多
財
はそ
の
守
心
を
失
し 、
多
学は
き
く
と
乙
ろ
に
惑
ふ 。

が
あ
る 。
後の
もの
で
あ
る
が 、
竹
斎
狂
歌
物
語
に

き
み
は
か
の
大
型
老
子の
言
葉を
し
ろ
し
め
さ
れ
ず
や 。・:・
又た
か
ら

を、ふ
き
と
き
は
身
を
ま
も
る
に
う
と
し

(
岩
波
文
庫
二
O二
ペ
ージ)

と
あ
る
の
に
前
半
は
似
て
い
て 、
「
守心」
は
「
守
身」
と
すべ
き
で
あ
る 。

浮
世
物
語の

老
子の
日
く 、

欲
多
け
れ
ば
身を
損ひ 、
宝
多
け
れ
ば
身を
煩は
す
と
言

へ
り 。
(日
本
古
典
文
学
大
系
三
二
七ペ
ージ)

も
す乙
し

似
て
い
る 。

(
注
八)

句
隻
紙
は
禅
林の
佳
句を
集め
た
書で
あ
り 、
版
本
写
本
が
数
種
あ
り 、
天

草
板
金
句
集
に
はζ
れ
ら
と一
致
す
る
もの
が
多く
見
出せ
る 。
天
草
版は
流

布
本
と一
致
す
る
もの
約
四
十
則 、
異
本
と一
致
す
る
もの
約三
十
則
と
言
わ

れ
て
い
る 。
た
だ 、

m一
言
己
に
出づ
れ
ば
翻
馬
も
追ひ
難
し 。

は 、
流
布
本に
な
く

て
異
本に
の
み
見
ら
れ
る
と
し
て
い
る
が 、
流
布
本に
も

一一言
巳
出
願
馬
難レ
追
(元
禄
六
年
版
下
六
五
ウ)

と
あ
る 。
ま
た 、

加
笑
裡に
刀
を
隠し 、
泥
中に
針
あ
り 。

の
出
典
と
し
て 、

勾
双
紙
||

笑
挫
蔵万

皮
堂
和
尚
語
録 、
巻
四
||

笑
中
有
万

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が 、
句
隻
葛
藤
集に
よ
れ
ば 、

咲
裡
蔵レ
鋒
泥
中
有レ
刺
(三
之
四
七
四
オ)

と
あ
り 、
流
布
本に
は

シヤウ咲中
有レ
万
(上
二一
オ)

と
あ
る
が 、
恐
ら
く

葛
藤
集
な
ど
を
参
考に
し
て
い
る
もの
と
思
わ
れ
る a

m
去
路一
身
は
葉よ
り
軽し 。

は 、
句
隻
紙の

去
国一
身
軽
似
笑

が
出
典
と
さ
れ
る
が 、
禅
林
集
句
(
貞
享五
年)
に
よ
れ
ば 、

聯
領
去
国
作ニ
去
路一

と
あ
り 、
天
草
版
はと
の
よ
う
な
形を
採
用
し
た
の
で
あ
る 。

こ
の
よ
うに 、
句
隻
紙の
諸
本を
見く
らべ
ると
と
に
よっ
て 、
よ
り一
致

す
る
形が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る 。

m
衆
星
多し
と
雄
も一
月に
は
如か
じ 。

につ
い
て 、
当
時ζ
の
よ
うな
成
句の
あ
ると
と
を
推
定
さ
れ 、

准
南
子に
「
百
星
之
明
不
如一
月
之
光」
と
あ
り 、
五
灯
会--んに
「
星
多
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不
当
月」
と
あ
る 。
ま
た
山
我
物
語
冶
十に
「
禽
鳥
百
を
数
ふ
る
と
云へ
ど

も一
鶴に
如
か
ず 、
数
星
相
連
る
と
云へ
ど
も一
月に
如
か
ず」
な
ど
と
あ

っ
て
少
く
と
も
数
種
の
形
が
あっ
た
の
で
あ
る 。
天
草
版は
そ
の一
を
採
用

し
た
もの
と
思
は
れ
る 。
(「金
句
集
の
研
究」
一
O
四ペ
ー

ジ)

と
言
わ
れ
て
い
る 。
し
か
し
な
が
ら 、
勾
隻
葛
藤
築に
は

そ
b

衆
星
雄レ
多
不レ
如
二
月】
(三
之
四
七
八
オ)

と
あ
り 、
成
句
を
推
定
す
る
要は
ない
の
で
あ
る 。

次
に 、
五
灯
会
元
を
出血(と
する
句
と
し
て

削
理
は一角
声に
よ
ら
ず 。

加
衆
口
調へ
が
た
し 。

が
あ
げ
ら
れて
い
る 。
もっ
と
も 、
二
三
七
別
に
つ
い
て
は 、
句
隻
紙
の
存
在

を
予
想
さ
れ
て
い
る
が 、
句
隻
葛
藤
集に

元
来
有理
不一両
声
(一
之二
五
九
オ)

衆
口
難
調
(三
之
四
七
六
オ)

と
あ
る 。
た
だ 、
五
灯
会一苅に
あ
る
とい
う

加
恩
を
知
る
者は
少
く 、

恩
を
き
る
者は
多し 。

の
み
は 、
い
ま
だ
句
隻
紙の
諸
本に
見
出
す乙
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る 。

部
用
ゆ
る
時ん
ば
鼠
も
虎
と
な
り 、
用い
ざ
る
時ん
ば
虎
も
鼠と
な
る 。

の
出
典と
し
て
句
隻
紙
の

用
則
為レ
虎
不レ
用
則
鼠

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る 。
乙
れ
と
同
じ
よ
う
な
匂の

用レ
之
則
為レ
虎
不レ
用
川
為レ
鼠

は 、
管
薮
抄
や
文
明
本
節
用
集(「コ」
の
項)
に
も
見
え 、
漢
蓄
を
出
典と

し
て
い
る 。
「
虎
も
鼠と
な
る」
と
い
う
形
は
「さ
さめ
ご
と」
に

用
ゐ
る
時は
鼠
も
虎の
ど
と
く

な
り 、
用
ゐ
ざ
る
世に
は
虎
も
鼠
な
り

(
日
本
古
典
文
学
大
系
一
九
七ペ
ージ)

と
あ
り 、
天
草
版は
当
時の
言い
な
らわ
さ
れ
た
形を
採っ
た
と
も
言
え
よ
う 。

ち
な
み
に 、
句
隻紙
を
出
典と
す
る
句で 、

m一
人
虚
を
伝ゆ
れ
ば 、
万
人
実と
伝ふ 。

m
病に
応
じ
て
方を
施
す 。

の
二
勾がハ
ピ
アン
の
妙
貞
問
答に
見
え
る 。

一
人
虚
ヲ
伝レパ
万
人ハ
実ト
伝ル
世ノ
習ヒニ
テ
(日
本
古
典
全
集

二
五ペ
ージ)

病ニ
ヨ
ツ
テ
方コP
施ス
ノ
人
非レパ
(日
本
古
典
全
集
七ペ
ージ)

天
草
版
平
家
物
語
を
抄
し
たハ
ビ
アン
は
金
句
集を
も
見て
い
た
と
恩
わ
れ 、

ま乙
と
に
興
味
深い
もの
が
あ
る
の
で
あ
る 。
な
お 、
乙
れ
ら
の
「
実
と」

(」
ED)
は
連
声し
た
形と
なっ
て
い
る 。
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四

国
主国の
中で 、
もっ
と
も
多く
引
用
さ
れ
てい
る
の
は
太
平
記で
あ
る
が 、

従来
太
平
記
か
ら
直
接
引
用
し
た
と
さ
れて
い
る
もの
の
中に 、
金
句を
集
成

し
た
常一固に
見え
る
もの
が
あ
る 。

8
君
子
そ
の
家に
居て 、
そ
の
言を
出
す乙
と
善
な
る
時ん
ば 、
千里
の

外
み
な乙
れ
に
応
ず 。

山
窮
鼠
却っ
て
狛を
鴨
み 、
悶
雀
人
を
刷出
れ
ず 。

間
君
臣
を
視
る
に
土
芥の
如
く
に
する
時ん
ば 、
臣
君
を
視る
に
怠
山口の

知
く

す 。
問
先
に
する
時ん
ば
人
を
制
す 。
後に
す
る
時ん
ば
人
に
制
せ
ら
れ
る o

m
そ
れ
天
子
は
四
海を
以
て
家と
す 。

八
則
は
明
文
抄
四に 、
一
一
九
則は
明
文
抄
四
や
管
薮
抄五
に 、

四
則
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天草版金句集の出典について

は
伊
達
家
本
金
句
集に 、
一
八
O
則は
明
文
抄
五・
管
強
抄二・
伊
達
家
本
金

句
集に 、
一
八一
則は
世
俗
諺
文・
明
文
抄・
管
態
抄一
・

伊
達
家
本
金
句
集

に
そ
れ
ぞ
れ
見
え
る 。
し
た
がっ
て
こ
れ
らの
金
句の
出
典は
太
平
記で
あ
る

と一
方
的に
決め
て
か
か
る
乙
と
は
で
き
な
い 。
た
だ 、
太
平
記
以
外の
舎に

見
え
て
い
て
も 、
太
平
記
か
ら
採っ
た
と
考
え
た
方が
よ
い
金
句が
あ
る 。

7
忠
臣
を
尋ぬ
る
に
必
ず
孝
子の
門に
出づ 。

の
出
典と
し
て 、

太
平
記 、
巻三
十二 、
直
冬
吉
野
殿
合
体
事
(
後
漢
書 、
意
彪
伝)

||

求
忠
臣必
於
孝
子
之
門

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が 、
乙
れ
は
太
平
記の
文の
ま
ま
で
な
く 、
「
求」
は
流

布
本
(日
本
古
典
文
学
大
系
太
平
記
三
二
二
三ペ
ー

ジ)
に
「
尋、停
テ」 、

西
源
院
本
(九一
五ペ
ー

ジ)
や
神
田
本
(五
五
三ペ
ー

ジ)
に
「
尋ヌ
ル

ニ」
と
あ
り 、
天
草
版の
編
者は
太
平
記の
或
る一
本を
参
照
し
た
に
ち
がい

E
、。
e'h
thv

 

m
謙に
居て
仁
恩
を
施
し 、
己
を
責め
て
礼
儀
に
と
ど
ま
る 。
ζ
れ
を
以

て
高し
と
雄
も
危
か
ら
ず 、
盈
て
りと
錐
も
溢
れ
ず 。

の
出
典は 、

巻一 、
後
醍
醐
天
皇
御
治
世
事
!|

謙-一
一尉
テ
仁恩
ヲ
施シ
己
ヲ
責
テ
礼

儀ヲ
正
ス目疋ヲ
以
テ一両シ
ト

云
トモ

危カ
ラス
盈
テ
リト

云
トモ

溢レ
ス

で
あ
る
が 、
天
草
版の
よ
うに
「
礼
儀ニ
止ル」
と
あ
る
の
は
神
田
本
(二ペ

ー
ジ)
で
あ
る 。

幻
行
路の
難
き
乙
と
海に
し
も
あ
ら
ず 、
山
に
し
も
あ
ら
ず 、
た
だ
人の

心
の
反
覆の
間に
あ
り 。

の
出
典
は

巻
十一 、
筑
紫
合
戦
事
(
古
文
真
宝
前
築 、
白
楽
天 、
太
行
路)

||
行

路
難 、
不
在
水 、
不
在
山 、
只
在
人
情
反
夜
間 。

で
あ
る
が 、
流
布
本
(日
本
古
典
文
学
大
系
太
平
記一
三
七
六ペ
ージ)

は
「
不レ
在レ
山
今 、
不レ
在レ
水」
と
あ
り 、
参
考
太
平
記
(三
三
三ペ
ージ)

に
よ
れ
ば 、
「
不レ
在レ
水
不レ
在レ
山」
の
順に
なっ
て
い
て 、
天
草
版の
形に

近い
の
で
あ
る 。
さ
ら
に 、
流
布
本で
はつ
か
め
ない
匂
が
あ
る 。
そ
れ
は

うれい

邸
隣
国に
賢
者
あ
れ
ば 、
敵
国の
変な
り 。

の
出
典と
し
て
斡詩
外
伝が
あ
げ
ら
れて
い
る 。
ロ
ド
リ

ゲス
の
日
本
大
文
典

に
もと
の
勾が
あ
り 、
土
井
博
士の
訳
註
本
(五
四
四ペ
ー

ジ)
も「
斡
氏
外

伝か
ら
出
た
句」
と
さ
れて
い
る 。
し
か
し 、
乙
の
句は
明
文
抄に
あ
る
し 、

西
源
院
本
に

隣
国ニ
有国一
賢
者-
敵
国
之
愛
也
(八
九ペ
ージ)

と
あ
り 、
ま
た 、
平
治
物
語
(日
本
古
典
文
学
大
系
四
五
五ペ
ージ)

に
も

似
た
よ
うな
句が
あ
る 。
と
乙
ろ
で 、
天
草
版
金
句
集の
編
者が 、
本
邦の
い

か
な
る
太
平
記に
よっ
た
か 、
あ
る一
写
本に
よっ
た
と
す
れ
ば
そ
れは
何
本

に
もっ
と
も
近い
か 、
い
ま
だ
十
分な
断
定
は
下せ
ない
の
で
あ
る 。
私はロ

ド
リ

ゲス
の
日
本
大
文
典に
引
用
さ
れ
た
太
平
記
本
文の
研
究
も
し
て
い
る

が 、
ロ
ド
リ

ゲス
の
よっ
た
太
平
記
も
流
布
本と
は
異なっ
た
もの
で
は
あ
る

が 、
そ
れ
が
何
本で
あ
る
か 、
な
お
探
究
中で
あ
る 。

太
平
記に
見
え
る
もの
で
あ
る
が 、
当
時の
ほ
か
の
文
学
作
品に
も
見
え
る

句が
あ
る 。

問
殿
麟
は
角に
肉
あっ
て
猛
き
形を
現
さ
ず 、
潜
屯は三
冬に
澄し
て一

陽
来
復の
天を
待つ 。

は 、
「
呉
越
軍
事」
(日
本
古
典
文
学
大
系
太
平
記一
一
四一
ペ
ージ)

に

よ
る
もの
で
あ
る
が 、
曽
我
物
語の
「
呉
越の
た
た
かい
の
事」
(日
本
古
典

文
学
大
系
二
二
六ペ
ージ)

に
も
見
え
る 。
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加
世
上の
扱
誉は
善
惑に
あ
ら
ず 、
人
聞の
用
捨
は
貧
福に
あ
り 。

も 、
太
平
記に
よ
る
もの
で
あ
る
が 、
「さ
さ
め
ど
と」
に
は

人
間
投
誉
非ニ
善
悪ヘ
世
上用
捨
在ニ
貧
福一

の
よ
うに 、
順
序
が
逆
に
なっ
て
出
て
い
る 。

次の
二
句は
問
題
で
あ
る 。

m却
乙
乙
ろ
は
恩の
た
め
に
佼ひ 、
命
は
義に
よっ
て
軽
し 。

の
出
典と
し
て

太
平
記 、
巻
八 、
巻三
十
等
(
後
漢
書 、
朱
障
伝
孫
穆)

||
情
為
恩

使 、
命
縁
義
経 。

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が 、
太
平
記に
は
乙
の
と
お
りの
文は
見
ら
れ
な
い 。
む

し
ろ
巻
十一
に
あ
る

専
諸・
荊
卿ガ
心ハ
恩ノ
為ニ
仕ハ
レ 、

侯
生・
予
士
ガ
命ハ
義ニ
依テ

軽シ
(日
本
古
典
文
学
大
系
太
平
記一
三
七
四ペ
ー

ジ)

が
もっ
と
も
近い 。
し
か
もと
れ
は
そ
の
ま
ま
和
漢
朗
詠
集
下に
見
え
る
もの

で
あ
る 。
乙
の
句は
当
時
広
く

流
布し
た
もの
で 、
た
と
え
ば 、
屋
島
軍
に
も

め
い
は
儀に
依て
か
ろ
し

命は
恩の
為につ
か
は
す
(
幸
若
舞
曲
集
三

九
七ペ
ージ)

な
ど
と
あ
る 。
ま
た 、

川
崎
牛の
角の
上に
何
事
を
か
争ふ 。

の
山地(
も

巻二
十
七 、
上
杉
内閣
山
流
罪
死
刑
事
(
白
氏
文
集 、
対酒)

ll
鍋
牛
角

上
争
何
事

と
さ
れ
て
い
る
が 、
太
平
記
に
は 、

蛸
牛ノ
角/
上
三
千
界
(日
本
古
典
文
学
大
系

ジ)

太
平
記

七
八ぺ
l

と
あ
り 、
金
句
集の
形は
や
は
り
和
漢
朗
詠
集
下に
見
え
る
の
で
あ
る 。
ζ
の

句
も
当
時
流
布し
て
い
た
もの
で 、
文
明
本
節
用
築
(「カ
タ
ッ
プ
リ」)

を
は

じ
め 、
曽
我
物
語
や
謡
曲
頼
政に
も
見
え
る 。
以
上二
句の
ほ
か 、
和
漢
朗
詠

集
か
らの
引
用は一
O
七
則に
も
見え
る 。
日
本
耶
蘇
会は
和
漢
朗
詠
集
上
を

出
版
し
た
が 、
金
句
集に
引
用
さ
れて
い
る
朗
詠
集の
句は
すべ
て
下
巻
か
ら

で
あ
る 。
キ
リシ
タン
は
和
漢
朗
詠
集に
は
特
別の
愛
着
を
感
じ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
の
で
あ
る 。
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国
書で
は
十
七
条
憲
法と
童
子
教
か
らの
引
用
が
あ
る 。
後に
なっ
て
で
あ

る
が 、
キ
リシ
タン
の
人々
が
十
七
条
憲
法
を
よ
く

見たと
と
は 、
十
七
条
憲

法に
は
徳
失
鏡
が
付
拍制さ
れ
て
い
る
もの
が
あ
り 、
ζ
の
徳
失
鋭が 、
最
近
発

(
注
九)

見
さ
れ
たエ
ヴォ
ラ
扉
風
文
書
(一
八
二ペ
ージ)

に
見
え
る
か
ら
で
あ
る 。

章
子
教
か
らの
引
用は 、
ロ
ド
リ

ゲス
の
日
本
大
文
典に
も
あ
り 、
実
語
教
と

と
もに
キ
リシ
タン
に
は
よ
く

知
ら
れて
い
た
の
で
あ
る 。

国
書の
中で 、
平
家
物
語
と
の
関
係に
つ
い
て
は 、

加
呉王
剣
客
を
好め
ば
百
姓に
冊相
官猶
多し 、
楚王
細
腰
を
好め
ば
宮
中
級

死
多し 。

m
給
言、汗の
如し 、
出
で
て
二
た
び
婦
ら
ず 。

の
よ
うに 、
平
家
物
語
に
あっ
て
金
句
集に
見
え
な
い
もの
は 、
あ
るい
は
平

家
物
語
を
参
考に
し
た
もの
で
あ
る
か
もし
れ
な
い
と
言わ
れ
て
い
る
が 、
そ

う
で
は
な
い 。

八
O
則の
後
漢
書の
句は
非
常に
著
名な
もの
で 、
管
愈
抄・
玉
図
要
文・

明
文
抄
を
は
じ
め 、
文
明
本
節
用
集
(「コ」
の
項)
に
見
え
る
か
ら
で
あ
る 。

ま
た 、
一
五
八
則は
本
邦の
金
句
集で
は 、

号
令
如、汗 、
汗
出
而不
反
者
也

と
あ
る
が 、
句
鎚
葛
藤
祭に



総
言
如ν
汗 、
出
再
不レ
返
(三
之
四
七
六ウ)

と
あ
る
し 、
古
辞
書で
ほ
下
学
築
を
は
じ
め
文
明
本
節
用
集
な
ど
に
見え
る 。

天
草
版
金
句
集は
平
家
物
語
と
は
直
接の
関
係は
な
い 。

五

天草版金句集の出典について

以
上の
考
察に
よ
り 、
天
草
版
金
句
集の
典
拠
と
なっ
た
警
は 、
従
来
考
え

ら
れ
て
い
た
もの
よ
り
大
幅に
減っ
て
く
る
の
で
あ
る 。
漢
籍で
は 、
特
定
警

は
論
語・
三
略・
古
文
真
宝
な
ど
数
蓄に
限
定
さ
れ
て
く
る
し 、

相伸
匂は
ほ
と

ん
ど
勾
隻
紙
に
含め
ら
れ
る 。
図
書で
は 、
特
定
書
は
太
平
記・
十七
条
憲
法

・
童
子
教の
ほ
か
和
漢
朗
詠
集
を
加
え
たい
の
で
あ
る 。
そ
し
て 、
典
拠の
も

っ
と
も
中
心
と
なっ
た
もの
は 、
現
存
金
句
集
よ
り
も 、
な
お一
一層
天
草
版
金

句
集
と一
致
す
る
金
匂
を
集
成
し
た
書
が
あ
り 、
そ
れ
を
利
用
し
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る 。

天
草
版
金
句
集の
出
典
研
究
は 、
金
句
集の
訓
法
と
漢
籍や
仏
典の
訓
法
と

比
較
す
る
乙
と
に
よっ
て
開
発
さ
れ
る
面
が
あ
ろ
うか
と
思
わ
れ
る
が 、
私の

研
究
は
そ
と
ま
で
は
及
ん
で
い
な
い 。
今
後 、
そ
の
方
面の
専
門
家の
御
意
見

を
う
か
が
い
たい
と
思っ
て
い
る 。
最
近 、
私
ど
も
は
「
天
草
版
金
句
集
語
奨

索
引
稿」
(
東
京
大
学
国
語
研
究
室)
お
よ
び
「
天
草
版
金
句
集
本
文
及
索
引」

(
白
帝
社)
の
二
つ
の
「
索
引」
を
持つ
乙
と
が
で
き
た
が 、
「
索
引」
の
本
文

そ
の
もの
に
つ
い
て 、
出
典
考
証
が
よ
く

な
さ
れ
て
い
な
い
た
め 、
誤っ
た
本

文
と
認
定
さ
れ
る
もの
も
若
干
あ
る
の
で
あ
る 。
天
草
版
金
句
集
の
研
究
に

は 、
出
典が
先
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
とい
うの
が
私の
持
論
で
あ
り 、
乙

乙
に
出
典
不
明の
もの
を
数
句
残
しつ
つ
も
あ
え
て
公
表に
ふ
み
きっ
た
次
第

で
あ
る 。

+ヱ一
、

土
井
忠
生

天
草
版
金
句
集
考
(「
京
都
大
学
国
文
学
会
二
十
五
周
年

記
念
論
文
集」
(
昭
和
九
年
十
一

月 、

改
訂
し

て
「
吉
利
支
丹
文
献
考
」

(
昭
和
三
八
年
一

月)

に
再
収)

二 、

吉
田
澄
夫

天
草
板
金
句
集
の
研
究
(
昭
和

二
二
年
一

O
月)

三 、

亀
井
孝

書
評
(
国
語
と
国
文
学
一

六
巻
三
号

昭
和
一

周
年
三
月)

四 、

土
井
忠
生

天
草
版
金
句
集
附
織
の
五
常
に
つ
い
て
(
国
語
学
一

九
輯

昭
二
九
年
一
二
月 、

加
筆
し

て
「
吉
利
支
丹
文
献
考
」

に
再
収)

五 、

福
島
邦
道

害
評
(
国
語
学
五
四
集

昭
和
三
八
年
九
月)

六 、

川
瀬
一

馬

中
世
に
お
け
る
金
言
集
に
つ
い
て
(
青
山
学
院
女
子
短
期

大
学
紀
要
三
瞬

昭
和
二
九
年
一
一

月)

七 、

高
橋
貞
一

玉
図
要
文
に
つ
い
て
(
国
語
国
文
二
O
巻
五
号

六
年
七
月)

八 、

川
瀬
一

馬

L、
海老沢有道

→ノ

松
岡

田相一

昭
和

句
隻
紙
考
(「
日
本
書
誌
学
之
研
究」

所
収)

エ
グ
ォ
ラ
扉
風
文
書
の
研
究
(
昭
和
三
八
年
一
一

月)

||
実
践
女
子
大
学
助
教
授
||
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